
　きのこ原木や菌床については、家畜の飼料と同様、全国に流通する可能性がある
ことから、安全なきのこを生産するため、原木・ほだ木では50Bq/kg、菌床では
200Bq/kg という放射性セシウム濃度の指標値を設け、指標値を超えないよう管理
が行われています。
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